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（以下教室紹介） 

 

研    究    内    容 

 

１． 流早産の研究 

 日本の早産率はおよそ 6％であり、早産児は呼吸器・神経系などに不可逆的な障害を残すことがある。早産対策は周産期医

療分野では最重要課題の一つである。我々は、これまで我が国で最も頻度の高い流早産菌を同定し、流早産に至るメカニズ

ムを解析してきた。また、WHO の Preterm International Collaborative など国際的な活動への参加や、感染症による妊婦死亡

に関して厚労省に健康危険情報を通報するなど、当該医療分野を研究の面から支えてきた。 

 

２． 病原細菌の研究 

 早産で生まれた赤ちゃんや、母体から分離された細菌を用いた病態解明を主として行っている。健常人には、さして強い病

原性を発揮しない細菌の中に、妊娠期に特徴的に胎内感染を引き起こす病原細菌が存在する。我々が注目するウレアプラズ

マというマイコプラズマ科細菌においては、１）外膜リポタンパクが流早産を引き起こす炎症反応を誘導すること、２）細胞内に

侵入することで宿主の免疫系を回避する事、３）細胞内においてオートファジーを逃れて次の細胞に感染拡大することなどを

発見した。研究手技としては、超高感度顕微鏡を用いた解析や、細胞生物学・分子生物学的手法を用いた宿主細胞と病原菌

との相互作用の解析、タンパク質構造学的手法を用いた病原因子の原子レベルでの解析などを行っている。 

是非、研究室（大阪母子医療センター研究所免疫部門）見学を！ 
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